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1　入試について
　入学者の選抜にあたっては，推薦入試，一般入試，社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な

入学志願者に対応するとともに，入学定員を分割し同一年度内に複数回の入学試験を実施しています．

　入学者は筆記試験，口述試験，および，それらの組み合わせ，さらに，専攻分野の特性に応じて，出願資

格を満たす成績証明書を利用して選抜するものとし，筆記試験のうちの外国語については，TOEIC の公式認

定証，TOEFL の受験者スコア票等の提出により評価を行います．なお，筆記試験，口述試験など指定された

全ての試験科目を受験しなければなりません．指定された試験科目の一部を欠席した場合は不合格となりま

す．詳細は募集要項で確認してください．

　専攻，あるいは入試形態によっては筆記試験を課さない場合もあります．過去に入学試験で出題された問

題については，http://www.sie.tsukuba.ac.jp/admission/ を参照してください．各専攻の募集人員については，

募集要項，専攻のウェブを 参照ください．

2　関連日程
　システム情報工学研究科では，年に複数回，入試を実施しています．またウェブ出願システムによるオン

ラインでの出願が可能です．入試に関する情報は，http://www.sie.tsukuba.ac.jp/admission/ を参照ください．

3　負担が少なく安心なウェブ出願システム
①ウェブ出願システムへの入力が完了した時点で，不備や誤りのない出願書類が完成するため，安心です．

②出願書類がウェブ上で完成すると同時に，システムから受験票を受け取ることができます．そのため、

　出願書類の郵送から受験票の受領までのプロセスが大幅に簡素化されます．

③海外居住者に対しては，口述試験にスカイプを活用しており，受験のためだけの来日渡航が不要です． 

入学・修了・学位 4　学位
　システム情報工学研究科において授与される学位は下のとおりです．博士の学位は博士後期課程に 3 年以

上在学し，必要な研究指導を受けた上，論文審査と最終試験に合格すれば授与されます．ただし優れた研究

業績をあげた場合は，博士後期課程に 1 年以上在学すれば博士の学位の取得が可能です．

　また，博士前期課程に 2 年以上在学し修士課程修了要件に相当する要件を満たした場合には，本学大学院

学則及び学位規程に定めるところにより，修士の学位が授与されます．

　   社会人のための博士後期課程早期修了プログラム
　このプログラムは，一定の研 究業績や能力を有する社会人を対象 に，標準修業年限が 3 年である博士後期

課程を『最短 1 年で課程修了し博士号を取得するプログラム』であり，“頑張る社会人” を大学として応援す

るためのものです．本プログラムでは， 社会人としての研究実績や経験をもとに，指導教員から論文作成の

指導を受けながら博士論文を完成させます．

　この制度では，履修生が達成すべき項目（7 項目） を設定して定期的に評価を行う「達成度評価システム」

を採用し，履修生が達成度を正しく確認できるよう にしています．さらに，本プログ ラム自体が外部からの

評価を受けるしくみをもつことなどにより，プログラムで授与する学位の質を保証しています．

　詳細は，http://www.souki.tsukuba.ac.jp/ を参照ください．

（１）推薦入試：　７月に実施

（２）一般入試：　８月及び２月に実施

（３）社会人特別選抜：　８月及び２月に実施

（１）内部進学制度：　７月に実施

（２）一般入試：　８月及び２月に実施

（３）社会人特別選抜：　８月及び２月に実施 ※

（４）海外居住者対象特別選抜：１月～２月に実施

博士前期課程

博士後期課程

※リスク工学専攻では東京キャンパスで土曜日に受験可能です．

・社会工学学位プログラム／博士（社会工学），修士（社会工学）
・サービス工学学位プログラム／修士（サービス工学）

博士（社会工学），博士（工学），修士（社会工学），修士（工学）

博士（工学），修士（工学）

博士（工学），修士（工学）

博士（工学），修士（工学）

甲谷 優　( 株式会社 NTT ドコモサービス＆ソリューション開発部 )　
コンピュータサイエンス専攻　平成 25 年 3 月修了　取得学位 博士（工学）

　本プログラムの履修のきっかけは，職場での説明会でした．社会人にとってまたと

ない制度だと，強く記憶に残りました．

　それでも，本業のかたわら博士論文をまとめていくのは大変でした．指導者の北川

先生は社会人博士にご理解のある先生で，手厚くサポートいただいたので，なんとか

学位を取得することができました．

　振り返ってみると，本プログラムは社会人博士にとってもっとも良い制度に思います．まず，通常の３年間

の学位取得と比べて，時間と経済的な点から，ずっと負担が少なくて済みます．また，同じ研究室で人脈を構

築できるという，論文博士にはない課程博士ならではのメリットも享受できます．

　現在，私はいったん研究の場を離れ開発に携わっているのですが，学位取得の際に鍛えられた研究能力，中

でも分析能力やプレゼンテーション能力は，開発の場においても役立っています．学位を取得するまでのプロ

セスで，技術者として重要な能力を身に付けることができるので，技術系の業務に携わる人にはぜひ，本プロ

グラムを利用しての学位の取得をおすすめします．

早期修了プログラム　修了者の声

平成 27 年度
前期課程修了者進路状況（修士）

平成 27 年度
後期課程修了者進路状況（博士）

社会工学専攻

リスク工学専攻

コンピュータサイエンス専攻

知能機能システム専攻

構造エネルギー工学専攻
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平成 29 年度

システム情報工学研究科
筑波大学大学院

構造エネルギー工学専攻

社会工学専攻

リスク工学専攻

コンピュータサイエンス専攻

知能機能システム専攻

●

●

●

●

●

●つくばエクスプレスにて秋葉原駅からつくば駅まで最速 45 分．

つくばセンターから「筑波大学中央行き」バス，または「筑波大学循環バス（右回り）」

で「第三エリア前」まで約 10 分．左回りでも行けますが，やや遠回りになります．

●東京駅八重洲南口から「筑波大学中央行き」高速バスにて約 75 分．「大学会館」が

最寄りのバス停です．

「つくばセンター」からの場合，「筑波大学中央行き」バス，または「筑波大学循環バス（右

回り）」で「第三エリア前」まで約 10 分．

●JR  常磐線にて上野駅，あるいは水戸駅からひたち野うしく駅，荒川沖駅，あるいは

土浦駅まで約 1 時間．ひたち野うしく駅東口，荒川沖駅西口，あるいは土浦駅西口か

らそれぞれ「筑波大学中央行き」バスで「第三エリア前」まで約 40 分．

筑波大学大学院システム情報工学研究科
茨城県つくば市天王台 1-1-1
e-mail:  contact@sie.tsukuba.ac.jp

交通アクセス

筑波大学中央

大学会館前

第三エリア前

筑波大学病院入口

筑波大学春日キャンパス

日暮里
上野

田端

つくばつくば

ひたち野うしく 荒川沖 土浦

秋葉原

浜松町

東京東京

バスバス

バスバス

バスバス

バスバス バスバス バスバス

バスバス

バスバス

右回り 左回り

徒歩

筑波大学
循環バス

筑波メディカルセンター前

45分

120分

70分

40分 40分 40分

65分

７分

バス
60分

茨城空港

成田空港

羽田空港羽田空港

JR 京浜東北線

JR常磐線

東海道新幹線

東京モノレール

JR 山手線

JR 総武線

つくばエクスプレス

京成本線

JR 中央線
成田エクスプレス

品川

新宿

　本研究科では，学問的・社会的要請に応えるため，筑波研究学園都市等にある多数の研究機関から有数の研究者 ( 平成 28 年 12

月 1日現在 33名 ) を本学の教授・准教授として迎え，当該研究機関の最新の研究施設を活用できる恵まれた環境のもとで，本研究

科学生の研究指導を行う連携大学院方式を実施しています．

連携大学院方式
つくばの他の研究機関と連携し，優れた実績を持つ研究者に指導を受けられます．

システム情報工学研究科が連携する研究機関

国立研究開発法人

産業技術総合研究所
国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構
国立研究開発法人

土木研究所
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発機構

国立研究開発法人

建築研究所
国立研究開発法人

国立環境研究所
国土交通省

国土技術政策総合研究所
国立研究開発法人

理化学研究所


